
小中連携教育 小・中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うことを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な
接続を目指す様々な教育

小中一貫教育 小中連携教育のうち、小・中学校の教員が目指す子ども像を共有し、9年間を通じた教育課
程を編成し、系統的な目指す教育
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同一の校舎内に小学校および中学校の全
学年（9学年）があり、組織・運営ともに
一体的に小中一貫教育を行う

Ｂ小学校 Ｃ小学校

離れた場所にある小学校及び中学校で、
教育課程及び教育目標に一貫性をもたせる

（1人の場合もある）

中学校で学ぶ内容を小学校で
先取りしたりすることも可能。


